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1. 極めて稀有なる肺悪性腫蕩のー剖検例 
0半沢構，里村洋一，松岡淳夫
小形岳三郎 (肺研，鶴舞病院〉
肺原発の平滑筋肉腫と思われるきわめてまれな疾患を
剖検したので報告する。症例は昭和 38年より肺結核の
入院治療を受けていた 75才の男性で， 41年 12月結核病
巣とは関係なく悪性腫療を思わせる陰影が出現し 42年 
2月右肺中下葉切除術を受くるも 4ヵ月余りの後再発に
て死亡したものである。
手術的に摘出した原発巣は下葉のほとんどを占める中
心部に壊死の強い腫蕩組織で，剖検するに右第V肋骨，
前縦隔，左側肺，大脳半球左側，肝などに周囲は比較的
良く境された超手拳大までの結節性の転移巣が認めら
れ，中心部には壊死のみられるものもあった。組織学的
には，繊維形成性の束を作って増殖する紡錘形の細胞が
認められ，鍍銀， Van Gieson，Mallory Azan，Masson 
Goldner染色などを試み，その形態学的性状ならびに
染色法により文献的にも報告例の少ない肺原発の平滑筋
肉腫と断定した。 
2-1. 稀有なる心奇型の一昔-IJ検例 
0今野暁男，鎗田努，岡村宏，松岡淳夫
相楽恒俊，中村常太郎，小形岳三郎
症例は高度のチアノーゼで死亡した， 18ヵ月の男子
で，鶴舞病院の剖検で，真性総動脈幹症と判明した一例
である。総動脈幹は心室中隔欠損上に騎乗し，動脈幹中
隔の形成はない。右肺動脈は動脈幹右側より直接に，左
肺動脈は総頚動脈，鎖骨下動脈と，一見，共通の幹を持
ったごとく動脈幹左側より分岐している。動脈幹はその
まま右側大動脈を形成する。半月弁は動脈幹基部に三枚
附着し，それぞれ均等の発育を呈する。心室中隔欠損は
高位で，大きさ 7mmxl0mm，中隔下部は正常の発育
をしている。卵円子L，動脈管の開存はない。気管支動脈
の走行は剖検後では不明であった。左右冠動脈は動脈幹
基部より，それぞれ分岐している。(なお本症例は第 57
回日本病理学会に発表の予定である。) 
2-2. 大動脈弓部欠損症のー剖検例 
0鎗田努，今野暁男，岡村宏，松岡淳夫
相良恒俊，中村常太郎，小形岳三郎 
6才男子。心室中隔欠損症+肺高血圧症の診断で心室
中隔欠損孔の一次的閉鎖を行なう。術後，気管支痘撃が
おこり，肺水腫にて死亡。剖検上，心臓はほぼ球形であ
り心尖は両室よりなる。左右心室壁の厚さは 1糎でほ
ぼ等しい。大動脈は細く，二本の同大の左右総頚動脈に
別れるのみで弓部形成はない。肺動脈は大動脈の約 3倍
の太さを有し，左右肺動脈を分岐した後，動脈管にて下
行大動脈に連絡する。下行大動脈より同大の左右鎖骨下
動脈が出ている。これは Blakeの大動脈弓部欠損症の分
類で Type6に相当するもので，これまで Mollerの報
告や Feistの報告など 12例があるのみで稀有なる症例
である。(なお本症例は第 57回日本病理学会に発表の予
定である。〉 
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(肺研・労災)
症例は 67才，女，農業。家族歴，母:乳癌。既往歴， 
48才胸膜炎。昭和 39年 9月 (64才時〉右上眼験に小指
頭大腫癌を認め試験切除， Haemoangiosarcomの診断に
て X線照射および切除を行ない，以後経過良好であっ
たが，昭和41年4月右手背の腫脹底痛を生じ 1月右第 
5中指骨，手根骨を切除したところ Ca.epidermoides 
の転移であった。同年 10月の胸部 X線像および気管支
鏡細胞診より肺癌の診断にて 42年2月左下葉切除， Ca. 
epidermoides polygonocellulareであった。なお同年 
7月胸廓成形術を施行した際第 9肋骨に腫張を認めた
が， anaplatische Adenocarcinomであり肺癌の転移
と思われるが，肺癌組織内にもこの転移巣に類似した像
を認めることができ，肋骨はその Adenocarcinomaの
部分の転移と考えられる。
